
ラムサール条約登録湿地『伊豆沼・内沼』の環境保全をテーマに、
栗原市・登米市で食・農・環境保全に取り組む
3社が提供する法人向け体験型プログラムをご提案いたします。

法人向け体験プログラムのご案内

〈導入のメリット〉

・社員がSDGsを本質的に理解するきっかけに繋がる
・社員同士のコミュニケーションを創出する
・地域に根ざしたSDGs活動で企業PRも行える
・法人様ごとに行うため、社員のご家族も参加可能
・オーダーメイドのプランにも対応可能

詳しい体験プログラムメニューは裏面をご覧ください。

「食・農・環境保全に取り組む地域ガイドと、
  未来に残したい地域資源を考えよう！」

　くりはらファーマーズプロジェクト
　有限会社 伊豆沼農産
　一般社団法人 くりはらツーリズムネットワーク



栗原市サンクチュアリセンター
つきだて館

オリエンテーション

会場：伊豆沼・内沼

クリーン活動
◇ガイド：( 一社 ) くりはらツーリズムネットワーク
※雨の日は、「栗原市・登米市のサンクチュアリセンター」の見学に変更。

10:30 ～ 11:00  

講座：「伊豆沼のほとりで取り組まれている
          農業の 6次産業化を学ぶ」会場：伊豆沼農産
◇講師：( 有 ) 伊豆沼農産  

11:00 ～ 12:00

9:30 ～ 10:30

9:00 ～ 9:30   
会場：こんちゅう館

会場：伊豆沼農産
12:00 解散式

移動（こんちゅう館→伊豆沼農産）・休憩

申込方法 /お問合せ先

法人向け体験プログラム

有限会社 伊豆沼農産
TEL：0220-28-2986（受付時間：平日 9:00-17:30）
oideyo@izunuma.co.jp

伊豆沼・内沼の自然環境、クリーン活動の目的を学ぶ
◇講師：( 一社 ) くりはらツーリズムネットワーク

体験料 おひとりさま   2,200 円（最小催行人数 5名～）
目標・ご予算に応じて体験内容をカスタマイズすることも可能です。詳しくはお問い合わせください。

伊豆沼・内沼のクリーン活動を通して、
未来に残したい地域資源の現状を学び、
持続可能な活動とは何か一緒に考えましょう

体験プログラムテーマ

ラムサール広場 都市農村交流館

ラムサール条約登録湿地の「伊豆沼・内沼」は、宮城県北の栗原市と登米市にまたがる湖沼です。冬になるとマガン
やオオハクチョウなどの渡り鳥が飛来し、周辺の農村では自然と共生しながら、稲作を中心とした農業、食、文化を
育んできました。伊豆沼・内沼の環境保全をテーマにした、体験プログラムを SDGs 活動に取り入れてみませんか？ 

タイムスケジュール 体験内容


